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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第40期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第39期

会計期間

自　平成20年
　　　4月1日
至　平成20年
　　　6月30日

自　平成19年
　　　4月1日
至　平成20年
　　　3月31日

売上高 (百万円) 113,091 468,399

経常利益 (百万円) 53,414 209,974

四半期(当期)純利益 (百万円) 33,437 127,030

純資産額 (百万円) 896,272 911,395

総資産額 (百万円) 1,005,5931,046,837

１株当たり純資産額 (円) 4,157.794,225.39

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 160.88 611.14

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─

自己資本比率 (％) 85.9 83.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 11,423 137,892

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 4,273   △ 24,813

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 18,897 △ 36,878

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 538,136 565,994

従業員数 (名) 5,080 4,894

(注)　１.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標などの推移については記載し

ておりません。

      ２.売上高には、消費税等は含まれておりません。

      ３.潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　　４.従業員数は就業人員を記載しております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。
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４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年6月30日現在

従業員数(名) 5,080 (1,519)

　　(注) 従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（ ）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年6月30日現在

従業員数(名) 2,271 (987)

　　(注) 従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（ ）内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

 

(1) 生産実績

（当第１四半期連結会計期間）

事業の部門別名称 生産高(百万円)

ＦＡ部門 62,506

ロボット部門 24,240

ロボマシン部門 19,859

合計 106,605

(注) 生産高は、標準販売価格によっております。

　

(2) 受注実績

（当第１四半期連結会計期間）

事業の部門別名称 受注高(百万円)

ＦＡ部門 65,243

ロボット部門 33,702

ロボマシン部門 18,505

合計 117,450

　

(3) 販売実績

（当第１四半期連結会計期間）

事業の部門別名称 販売高(百万円)

ＦＡ部門 67,846

ロボット部門 24,618

ロボマシン部門 20,627

合計 113,091

(注)本第１四半期報告書における売上高、受注高等の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約等はありません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績

当第１四半期におけるわが国経済は、原材料や原油価格の大幅な高騰、急激な円高、米国のサブプラ

イムローン問題に端を発した米国の景気後退懸念等により、企業収益は減少し設備投資も抑制される

など、先行きが不透明になってまいりました。 

　海外におきましても、米国景気の悪化および原油などの資源高の進行に伴う世界的な景気減速の懸

念、中国のマクロ経済コントロールの強化など、当社グループを取り巻く環境は、より厳しさを増して

まいりました。 

　このような状況下で、当第1四半期における連結売上高は1,130億91百万円（前年同期比4.5％増）、連

結経常利益は534億14百万円（前年同期比5.4％増）、連結純利益は334億37百万円（前年同期比9.9％

増）となりました。             

　

①　事業の種類別セグメント

当社グループは、ＣＮＣシステムとその応用商品を提供する企業グループとして、単一セグメント

の事業を営んでおりますが、事業部門別の状況は以下のとおりです。

 

［ＦＡ部門］

ＣＮＣシステムの主要顧客であります工作機械業界の状況は、国内業界におきましては、内需・外

需ともに、建設機械、航空機などの一般機械加工の分野で需要が堅調でした。内需は伸び悩んだもの

の、外需は、欧州、アジア向け輸出を中心に堅調であり、業界全体として高原状態を維持しました。 

　海外の業界におきましても、エネルギー、航空機、医療機器、建設機械産業向けの需要が堅調でした。

地域的には、中国、韓国、台湾のアジア各国および欧州において堅調に推移しました。 

　以上により、当社グループのＣＮＣシステムの売上は、高原状態で推移しました。 

　レーザにつきましては、国内向けは引き続き好調で、海外向けは横ばいに推移しました。 

　ＦＡ部門の連結売上高は678億46百万円（前年同期比6.5％増）、全連結売上高に対する構成比は

60.0％となりました。 

                                                                                 

［ロボット部門］

ロボットにつきましては、当第１四半期は、日米の自動車関連産業においてプロジェクトの谷間と

なりましたが、中国、韓国においては、自動車関連産業向けは好調に推移しました。一般産業向けは、

欧米、国内および中国のいずれにおいても堅調に推移しました。 

　ロボット部門の連結売上高は246億18百万円（前年同期比4.4％増）、全連結売上高に対する構成比

は21.8％となりました。 

 

［ロボマシン部門］

ロボドリル（ＣＮＣドリル）につきましては、パソコン、携帯音楽機器向けおよび自動車部品産業

向けの需要が堅調に推移しました。 

　ロボショット（全電動式射出成形機）につきましては、国内は市場が低調でしたが、海外向けはア

ジアを中心に売上が回復してまいりました。 

　ロボカット（ワイヤカット放電加工機）につきましては、国内は市場が低調でしたが、海外は米国、

欧州を中心に堅調に推移しました。 

　ロボマシン部門の連結売上高は206億27百万円（前年同期比1.2％減）、全連結売上高に対する構成

比は18.2％となりました。 

　

②　所在地別セグメント

 

「日本」

売上高は932億48百万円(対前年同期比9.3％増)、営業利益は386億40百万円(対前年同期比11.2％

増)となりました。 
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「米州」

売上高は143億86百万円(対前年同期比4.8％増)、営業利益は14億42百万円(対前年同期比6.4％減)

となりました。

 

「欧州」

売上高は200億51百万円(対前年同期比1.5％増)、営業利益は33億76百万円(対前年同期比0.8％増)

となりました。 

 

「アジア」

売上高は215億38百万円(対前年同期比4.2％増)、営業利益は44億70百万円(対前年同期比12.4％

減)となりました。 

 

（※) 

米州   ： 米国、カナダ 

欧州   ： ルクセンブルグ、ドイツ 

アジア ： 韓国、台湾、インド 

                                                                                  

　

(2) 財政状態

資産合計は、対前年度末比412億44百万円減の1兆55億93百万円となりました。これは、以下で述べる

連結キャッシュ・フローの減少により、現金及び預金が対前年度末比278億99百万円減少したことが主

な要因です。 

　また負債合計は、対前年度末比261億21百万円減の1,093億21百万円となりました。 

　純資産合計は、主に為替換算調整勘定の影響により、対前年度末比151億23百万円減の8,962億72百万

円となりました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における連結キャッシュ・フローは、278億58百万円のマイナスとなりま

した。これは主に法人税等の支払によるものであり、この結果、現金および現金同等物の当第１四半期

連結会計期間末残高は5,381億36百万円となりました。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、114億23百万円で、これは主に税金等調整前四半期純利益

から法人税等の支払額を差し引いたものです。                          

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、42億73百万円であり、これは主に有形固定資産の取得による支出

です。                                                     

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、188億97百万円であり、これは主に配当金の支払いによるもので

す。  

                                                                                  

　
(4) 資本の財源

当期の所要資金は全て自己資金により充当し、外部からの調達は行っておりません。
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(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありま

せん。

　

(6) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は47億17百万円です。
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第３【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

該当事項はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 400,000,000

計 400,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年6月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年8月7日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 239,508,317239,508,317
東京証券取引所
(市場第一部)

―

計 239,508,317239,508,317― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　　

　　　　　該当事項はありません。

 

(3) 【ライツプランの内容】

　　　　　

　　　　　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年4月1日～
平成20年6月30日

－ 239,508 － 69,014 － 96,057

　

(5) 【大株主の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

なお、野村證券株式会社から平成20年４月22日付で大量保有報告書（変更報告書）の提出があり、平

成20年４月15日現在で以下の株式を共同保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載

内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。 

　その大量保有報告書（変更報告書）の内容は次のとおりです。 

大量保有者（共同保有者）　　　野村證券株式会社および野村アセットマネジメント株式会社 

保有株式数　　　　　　　　　　　8,616千株 
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発行済株式総数に対する保有割合　3.60％ 

 

　

(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年3月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年3月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式
31,688,400

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

206,549,500
2,065,495 同上

単元未満株式
普通株式
1,270,417

― 同上

発行済株式総数 239,508,317― ―

総株主の議決権 ― 2,065,495 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,100株(議決権31個)含まれてお

ります。

　

　

② 【自己株式等】

平成20年3月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ファナック株式会社

山梨県南都留郡忍野村忍
草字古馬場3580番地

31,672,200― 31,672,20013.22

（相互保有株式)ファナック
マグトロニクス株式会社

神奈川県座間市東原4丁目2
番2号

16,200― 16,200 0.01

計 ― 31,688,400― 31,688,40013.23

(注)　株主名簿上当社名義となっている株式のうち、当社が実質的に所有していない株式はありません。

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
4月 　5月 　6月

最高(円) 11,13011,65011,960

最低(円) 9,16010,45010,370

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期

レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本監査法

人から名称変更しております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第1四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 538,338 566,237

受取手形及び売掛金 91,863 93,844

製品 30,281 33,427

原材料 7,178 6,308

仕掛品 29,070 27,142

その他 25,554 26,064

貸倒引当金 △2,510 △2,694

流動資産合計 719,774 750,328

固定資産

有形固定資産

土地 112,690 113,143

その他（純額） 97,951 98,912

有形固定資産合計 ※１
 210,641

※１
 212,055

無形固定資産 1,314 1,394

投資その他の資産

投資有価証券 72,144 81,083

その他 1,738 1,995

貸倒引当金 △18 △18

投資その他の資産合計 73,864 83,060

固定資産合計 285,819 296,509

資産合計 1,005,593 1,046,837

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 21,467 24,812

未払法人税等 22,913 41,052

アフターサービス引当金 6,063 6,462

その他 28,710 31,825

流動負債合計 79,153 104,151

固定負債

退職給付引当金 20,803 20,194

その他 9,365 11,097

固定負債合計 30,168 31,291

負債合計 109,321 135,442

純資産の部

株主資本

資本金 69,014 69,014

資本剰余金 96,256 96,256

利益剰余金 936,478 921,775

自己株式 △220,809 △220,691

株主資本合計 880,939 866,354

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,534 1,677

為替換算調整勘定 △18,361 10,157

評価・換算差額等合計 △16,827 11,834

少数株主持分 32,160 33,207

純資産合計 896,272 911,395

負債純資産合計 1,005,593 1,046,837
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(2) 【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第1四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

売上高 113,091

売上原価 51,687

売上総利益 61,404

販売費及び一般管理費 ※１
 14,215

営業利益 47,189

営業外収益

受取利息 1,809

受取配当金 1,412

持分法による投資利益 1,633

雑収入 1,692

営業外収益合計 6,546

営業外費用

売上割引 87

寄付金 91

雑支出 143

営業外費用合計 321

経常利益 53,414

税金等調整前四半期純利益 53,414

法人税、住民税及び事業税 18,372

法人税等調整額 148

法人税等合計 18,520

少数株主利益 1,457

四半期純利益 33,437
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第1四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 53,414

減価償却費 3,345

貸倒引当金の増減額（△は減少） △94

退職給付引当金の増減額（△は減少） 842

受取利息及び受取配当金 △3,221

持分法による投資損益（△は益） △1,633

売上債権の増減額（△は増加） △1,839

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,281

仕入債務の増減額（△は減少） △1,513

その他 △3,676

小計 42,344

利息及び配当金の受取額 4,579

法人税等の支払額 △35,686

その他 186

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,423

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,990

その他 △283

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,273

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △110

配当金の支払額 △18,758

その他 △29

財務活動によるキャッシュ・フロー △18,897

現金及び現金同等物に係る換算差額 △16,111

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △27,858

現金及び現金同等物の期首残高 565,994

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 538,136
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　会計処理の原則及び手続の変更

（１）棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基

準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）

を当第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準に

ついては、主として個別法および総平均法による原価

法から、主として個別法および総平均法による原価法

（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更し

ております。なお、この変更による損益への影響はあ

りません。

 

（２）連結財務諸表作成における在外子会社の会計

処理に関する当面の取扱いの適用

　「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理

に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会　平成

18年５月17日　実務対応報告第18号）を当第１四半期

連結会計期間から適用しております。なお、この変更

による損益への影響は軽微であります。

 

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　法人税等の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する

加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産減価償却累計額    164,029百万円

　２　保証債務は、従業員住宅ローンに対する債務保　証で

388百万円であります。

※１　有形固定資産減価償却累計額    162,298百万円

　２　保証債務は、従業員住宅ローンに対する債務保　証で

418百万円であります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目および金額は

次のとおりであります。

従業員給料及び手当 　　        4,180百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 538,338百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △202百万円

現金及び現金同等物 538,136百万円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１. 発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 239,508,317

　

２. 自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 31,678,395

　

３. 新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　
４. 配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 18,734 90.14平成20年３月31　日平成20年６月30　日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変

動が認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　当社グループの商品はＣＮＣシステムとその応用商品であり、いずれもＣＮＣシステム技術をベースに

しており、その用途も自動化による生産システムに使用されるものであります。当社グループは、これら

の商品およびそれらを組み合わせたシステムを提供する単一業種の事業活動を営んでおります。

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

日本
(百万円)

米州　
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア
（百万円）

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

58,04113,92419,82021,306113,091 ― 113,091

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

35,207 462 231 232 36,132(36,132) ―

計 93,24814,38620,05121,538149,223(36,132)113,091

営業利益 38,6401,442 3,376 4,47047,928(739)47,189

(注)　１　国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

(1）国又は地域の区分の方法…………地理的近接度による。 

(2）各区分に属する主な国又は地域

米州　：米国、カナダ 

欧州　：ルクセンブルグ、ドイツ 

アジア：韓国、台湾、インド 

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

米州 欧州 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 16,956 20,556 38,854 633 76,999

Ⅱ　連結売上高(百万円) 113,091

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

15.0 18.2 34.3 0.6 68.1

(注)　１　国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

(1）国又は地域の区分の方法…………地理的近接度による。 

(2）各区分に属する主な国又は地域 

米州　：米国、カナダ 

欧州　：ルクセンブルグ、ドイツ 、フランス、イギリス、イタリア

アジア：韓国、台湾、中国、マレーシア、インド、シンガポール

その他の地域：オーストラリア 
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(１株当たり情報)

１. １株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

4,157.79円 4,225.39円

　

２. １株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 160.88円

 
　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 33,437

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 33,437

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 207,833

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成２０年８月６日

ファナック株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　神　谷　和　彦　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　唐　澤　　　洋　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　米　村　仁　志　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

ファナック株式会社の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結

累計期間(平成２０年４月１日から平成２０年６月３０日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期

連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ファナック株式会社及び連結子会社の平成２

０年６月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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